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第２学年  音楽科学習指導案 

 
１ 題 材  みんなで音をききあって，森の音がくかいをひらこう 

 教材曲  「『山のポルカ』による森の音がくかい」  橋本祥路  作曲 

       「こぐまの二月」            平井多美子 作詞／市川都志春 作曲 

       「木のはのゆうびん」          芙龍明子  作詞／川崎祥悦  作曲 

２ 学習指導の考え方 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このような子どもたちだから 

 本学年の子どもたちは，身近な打楽器で，音の組み合わせの違いによって，音色が変わることを感じ取ったり，音色

の面白い組み合わせを工夫したりすることを経験している。しかし，その曲想に合うような音色を選んだり，奏法を工

夫したりすることに対しては，自分の思いや願いをもって意識して表現したり，自分の表現に夢中になって，お互いの

音を聴き合って演奏したりしようとしている子どもは少ない。 

このような目標を設定して学習指導を展開します 

○ 楽器と歌の音色や響き合いに関心をもって，曲を聴いたり，互いの音や声を合わせて演奏したり，歌ったりすること

ができる。 

  

このような教材で 

○ 鑑賞曲「『山のポルカ』による森の音がくかい」

は，「山のポルカ」の旋律を管楽器と打楽器を中心

に，各楽器が断片的に独奏部をつくってまとめら

れている楽しい感じの曲である。いろいろな楽器の

音色の違いや楽器の重なり合う響きを感じ取って

聴くことができる。 

○ 器楽曲 「こぐまの二月」は，長い冬ごもりから目

が覚めたこぐまが，春を待ちわびている様子を愛ら

しく表した曲である。主旋律，副次的な旋律，低音

の 3 パートでできており，お互いの音を聴き合いな

がらきれいな音で合奏を楽しむことができる。 

○ 歌唱曲 「木のはのゆうびん」は，季節の移り変わ

りを木の葉の変化に見つけて，それを郵便に見立

てたかわいい感じの曲である。曲にあった声の出

し方を工夫したり，互いの旋律の重なりを聴き合い

ながら，輪唱に親しむことができる。 

    これらのことから，楽器の音色や重なり合う響きを

意識して曲を聴いたり，互いの旋律を聴き合って，

演奏したりしていく学習に適していると考える。 

 

このような指導・支援を行いながら 

○ つかむ段階 

  「『山のポルカ』による森の音がくかい」で，主

な旋律をラッパ，笛，太鼓の仲間が演奏している

ことに気付かせるために，題材「いい音をみつけ

てあそぼう」の時にいろいろな楽器の音をみつけ

たことを活用していく。音色の変化を感じ取って

聴くことができるように，それぞれの楽器の音と

絵を用意する。 

○ 深める段階 

 「こぐまの二月」で，曲のイメージをもち，互い

のフレーズのまとまりを感じ取って合奏すること

ができるように歌詞唱をする。３つのパートをお

互いによく聴き合って曲の気分に合った演奏がで

きるようにするために，前時で学習した歌詞唱を

活用したり，聴き比べをしたりしながら，奏法，

速さ，強弱の工夫することに気づかせていく。             

「木のはのゆうびん」では，お互いの声を聴き合

いながら輪唱ができるように，「こぐまの二月」で

習得したフレーズごとのまとまりを感じ取って演

奏することを活用して歌うようにする。 

○ 味わう段階 

  音色や重なり合う響きを感じ取って，曲を聴い

たり，演奏したり，歌ったりして，題材のまとめ

をすることができるように，「森の音楽会を開く」

ということで，題材の振り返りをさせる。 
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３ 学習指導計画（全 10時間） 

題材 教材曲 
つかむ段階 深める段階 味わう段階 

第１次（２） 第２次（７） 第３次（１） 

 みんなで音をきき

あって，森の音がく

かいをひらこう 

 

 

 

「『山のポルカ』による 

森の音がくかい」 

「こぐまの二月」 

 

「木のはのゆうびん」 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４（１） 評価と評価計画（題材の展開と題材の評価規準→単位時間ごとの学習計画における評価規準） 
 

題
材
の
評
価
規
準 

ア  音楽への関

心・意欲・態度 

イ 音楽的な感受

や表現の工夫 

ウ 表現の技能 エ 鑑賞の能力 

音楽に対する

興味・関心をも

ち，進んで音楽活

動を楽しもうと

する。 

 音色の違いや

フレーズなどを

感じ取りそれを

生かした表現の

工夫をしている。 

 互いの楽器の

音や歌声の響き

を聴いて，演奏し

たり歌ったりし

ている。 

楽器の音色に気

をつけて聴くと

ともに，楽曲の気

分を感じ取って

聴く。 

本題材で取り上げる活動

と評価のかかわり 

歌唱 ○ ○ ○  

器楽 ○ ○ ○  

音楽づくり     

鑑賞 ○ ○  ○ 

学習過程 主な学習活動と内容 単位時間ごとの学習における具体的な評価規準 

第１次 

 

つ 

か 

む 

段 

階 

① 

ねらい：楽器の響き合いの面白さを感じ取って聴く。 

○ 「『山のポルカ』による

森の音がくかい」の曲の気

分を感じ取って聴く。 

・ いろいろな楽器の音色

を感じ取って聴くこと 

習得 

① 楽器の音色

や演奏の仕方

に興味・関心を

もち，その魅力

を感じ取ろう

としている。

［鑑賞］（発言，

体を使った表

現，ノート） 

   

② 

本 

時 

２ 

の 

１ 

○ 楽器が重なり合う響き

を感じ取って聴く。 

・ 楽器の音色や重なり合

う響きを意識して聴くこ

と        習得  

   ① いろいろな楽 

器の音色や重な

り合う響きに興

味をもって聴い

ている。［鑑賞］ 

（発言，体を使っ

た表現，ノート） 

第２次 ねらい：互いの旋律を聴き合いながら合奏したり，輪唱したりすることができるようにする。 
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深 

め 

る 

段 

階 

①  

○ 「こぐまの二月」の曲想

にふさわしい表現を工夫

しながら歌う。  
・ 曲の気分を感じ取るこ   

  と 
・ 曲想に合った表現の工

夫をすること  
活用 

② 主旋律や副

次的旋律・低音

部などを加え

た楽曲を身近

な楽器を用い

て表現するこ

とに興味関心

をもっている。

［歌唱］（観察，

発言）  

   

② ○ 階名で模唱したり暗唱

したりして，主旋律（歌唱）

と低音部，副次的な旋律

（鍵盤ハーモニカ）を合わ

せて演奏する。 
・ 鍵盤ハーモニカの基本

的な奏法に気をつけて

表現すること  
活用 

  ① 鍵盤ハーモ

ニカの基本的

奏法に気をつ

けて主旋律を

演奏したり，低

音部や副次的

旋律を演奏し

たりしている。 

［器楽］（観察，

聴取） 

 

③ ○ 階名で模唱したり暗唱

したりして，「こぐまの二

月」の主旋律１番を鍵盤ハ

ーモニカで演奏する。     
・ 音楽を特徴づける要素

を生かして曲の感じに

あう表現をすること  
活用        

 ①  １番の曲の感

じにあった奏法

や速さ，強弱な

どに気を付けて

演奏している。 

［器楽］（観察,

聴取,学習ノー

ト）  

② 自分の演奏    

する楽器の音色

に気を付けなが

ら，正しい音程

やリズムで表現

している。［器

楽］（観察，聴取） 

 

④ 
本 
時 
２ 
の 
４ 

○ 主旋律２番を鍵盤ハー

モニカで演奏する。  
 
・ 音楽を特徴づける要

素を生かして曲の感じに

あう表現をすること 
          活用  

 ②  歌詞の内容を

生かして曲想を

工夫しながら鍵

盤ハーモニカで

演奏している。 

［器楽］（観察）         

③  ２番の曲の

感じにあった

奏法や速さ，強

弱などに気を

つけて演奏し

ている。［器楽］

（観察，聴取） 

 

⑤ ○ 主旋律・副次的な旋律・

低音部をあわせて鍵盤ハ

ーモニカで演奏する。         
・ フレーズを意識して，

三つの旋律の重なりに

よる響きを聴き合いな

がら表現すること    
習得 

  ④ 互いの楽器

の音を聴き合

い，音程やリズ

ムをそろえて

演奏している。 

［器楽］（観察，

聴取） 

 

⑥ 
 

○ 音色の違いをいかした

楽器の組み合わせを工夫

して合奏する。 
・ 音色の工夫をすること 

 ③ 友達の演奏

を聴いて楽器

の音色や響き

に気をつけて
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 活用 演奏の仕方を

工夫している。 

［器楽］（観察， 

発言） 

⑦ 
本 
時 
２ 
の 
５ 

○ 「木のはのゆうびん」の旋

律を友達の声を聴き合い

ながら輪唱する。 

・ フレーズのまとまりを感

じ取りながら輪唱すること  

習得      

 

③ 友達と一緒に

心を合わせて輪

唱することを楽

しんでいる。［歌

唱］（観察,聴取） 

 

    ⑤ 友達の歌声

によく耳を傾

けみんなの声

と合わせて歌

うとともに，伴

奏の響きを聴

いて歌ってい

る。［歌唱］（観

察,聴取） 

 

第３次 

味 

わ 

う 

段 

階 

①  

ねらい：音色の響きを味わって聴いたり，お互いの音をよく聴き合って演奏したりする。 

○ 森の音がくかいを開く。 

・ 音色や音の重な合う響

きを感じ取って，聴くこ

と。 

・ お互いの音を良く聴

き合って演奏するこ

と 

活用 

  ④ ④ 楽器の音色

や音の重なりに

気を付けなが

ら，曲を聴いた

り，表現を工夫

したりしてい

る。［鑑賞］（観

察，聴取，発言） 

 ② 友達の表現を 

互いに聴きあっ

て，その良さを

感じ取りながら

聴いている。［鑑

賞］（観察，発言，

ノート） 

 

（２） 観点別評価の進め方 

【音楽への関心・意欲・態度】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

ア－① 楽器の音色や演奏の仕方に

興味・関心をもちその魅力を 

感じ取ろうとしている。 

［鑑賞］  

（体を使った表現，発言,ノ

ート） 

● 評価方法 

  楽器の音色の違いや重なり合う響きに気付いて，挙手したり，発表したり，楽

器カードをならべたり，学習ノートに記録したりするところから判断する。 

● Ａと判断するキーワード  

□ 体を使った表現  □ 発言 □ 積極的な行動 

  楽器の音色の違いや重なり合う響きに気付いて友達に教えたり，積極的に発言

したり，音色に合わせて演奏している様子を体で表現したりしている姿をＡと

したい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  音色が変わったところで，楽器カードを示したり，友達の動きを真似させたり，

そばに行って一緒に動いたりして，本人の興味を引き出すようにしたい。 

ア－② 

 

 

 

「こぐまの二月」 

 主旋律や副次的旋律・低音 

部などを加えた楽曲を身近

な楽器を用いて表現するこ

とに興味関心をもっている。  

［歌唱］ 

（観察，発言） 

● 評価方法 

グループで練習に取り組んでいる様子や子どもの発言から判断する。 

● Ａと判断するキーワード 

□ 音楽的な意見の提案  □ 効果的な演奏の仕方の選択 

曲想と音楽的要素をつないで発言したり，音楽的要素を生かして曲想にあっ

た演奏をしたりしている姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

さし絵をみながら表現しようとしているこぐまのイメージを一緒に確認した

り，グループの友達の演奏や他のグループの演奏を聴かせたりして，いろいろ

な演奏の仕方があることに気付かせる。  
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ア-③ 

 

 

 

「木のはのゆうびん」 

友達と一緒に心を合わせ

て輪唱することを楽しんで

いる。       ［歌唱］ 

（観察,聴取） 

 

● 評価方法 

  輪唱の曲の感じを聴いて楽しんだり，同じパートの友達と合わせて歌ったりす

る姿から判断する。 

● Ａと判断するキーワード   

□ 積極的な発言  □ 体を使った表現  □ 表情 

 旋律のどこで重なっているのか，気付いて積極的に発言したり，フレーズの

まとまりに合わせて体を動かしたり，表情豊かに歌う姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

子どものそばに行って一緒に歌ったり，友達の声に合わせるよう助言したり

する。 

 

【音楽的な感受や表現の工夫】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

イ－① 

 

 

 

 

 

 

「こぐまの二月」 
④ １番の曲の感じに合った奏

法や速さ，強弱などに気を

付けて演奏している。 

［器楽］ 

 （聴取,観察，ノート） 

● 評価方法 

1番の歌詞に合った奏法や速さ，強弱などを変えようと発言をしたり，練習し

たりする様子や学習プリントの書き込みから判断する。 

● Ａと判断するキーワード  

 □ 美しい音色の追求  □ 表情の工夫 

  曲想と音楽的要素をつないで発言したり，曲想に合った表情で歌ったりして

いる姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

   「音楽の言葉」カードを提示しておき，自分の感じたことにあう言葉を選んで

発言するよう助言する。 

イ－② 

 

 

 

 

 

 

 

「こぐまの二月」 
歌詞の内容を生かして，曲

想を工夫しながら，鍵盤ハー

モニカを演奏している。 

［器楽］ 

（観察，発言） 

 

 

 

 

● 評価方法 

1番と 2番の歌詞の内容を比べながら，速さ，演奏の表現の仕方を変えようと

している発言や演奏の様子から判断する。 

● Ａと判断するキーワード  

□ 積極的な行動 □ 集中した練習 □ リーダーシップ 

  曲想にふさわしい表現になるように，速さを変えたり，奏法を変えたりしなが

ら，グループのみんなをまとめたり，工夫する部分を繰り返し練習したりする姿

をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

子どものそばで，どのように工夫したらいいのか子どものつぶやきを聞き取

って，みんなに知らせる。 

イー③ 

 

「こぐまの二月」 
友達の演奏を聴いて，楽器

の音色や響きに気をつけて，

演奏の仕方を工夫している。

［器楽］ 

（観察,発言） 

 

● 評価方法                             

グループで練習している様子を観察したり，お互いの演奏を聴きあう中での

発言から判断したりする。 

● Ａと判断するキーワード  

□ 美しい音色の追求  □ メンバーの意見の調整           

演奏のバランス等を考えて，グループ全体の表現をよりよくする発言や役割が

できている姿をＡとしたい。  

● Ｃと判断される子どもへの支援 

曲想にあった音色を一緒に考えたり，部分的な参加を促したりして，本人の

意欲を喚起する。 
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イ－④ 「『山のポルカ』による森の

音がくかい」 

「こぐまの二月」 
「木のはのゆうびん」 

楽器の音色や音の重なり

に気を付けながら，曲を聴い

たり，表現を工夫したりして

いる。       ［鑑賞］ 

（観察，ノート，発言）      

● 評価方法 

  友達の表現を互いに聴いて，楽器の音色や音の重なりに気を付けながら，その

よさを感じ取って，発表したり学習ノートに記録したりしている。 

● Ａと判断するキーワード  

 □ 学習ノート □ 積極的な発言 □ 体を使った表現 

楽器の音色や音の重なりを感じ取って友達のよいところを進んで発表した

り，友達の演奏に合わせて体を動かしながら曲を聴いたりする姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

今までの学習の掲示物などを示しながら学習を振り返らせ，聴く視点をもた

せて感じ取らせるようにする。 

 

 

【表現の技能】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

ウ－① 

 

 

「こぐまの二月」 

鍵盤ハーモニカの基本的

奏法に気をつけて主旋律を

演奏したり，低音部や副次的

旋律を演奏したりしている。 

［器楽］ 

（観察，聴取） 

● 評価方法 

楽譜どおりに演奏ができて，拍の流れやフレーズに気を付けて演奏している

様子から判断する。 

● Ａと判断するキーワード  

□ きれいなタンギング  □ フレーズを意識した演奏 

きれいなタンギングや，フレーズを意識したブレスコントロールをして正しく

演奏ができ，音の大きさに気を付けて演奏できている姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

個人練習の時に運指の仕方やブレスの場所を一緒に確認したり，実演してみ

せたりして演奏への抵抗を取り除くようにする。 

ウー② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こぐまの二月」 

自分の演奏する楽器の音

色に気を付けながら，正し

い音程やリズムで表現して

いる。 

［器楽］ 

（観察，聴取） 

 

 

 

● 評価方法 

  グループで練習しているときの一人一人の技能やタンギングなどの奏法に気

をつけて演奏しているかを見て判断する。 

● Ａと判断するキーワード 

□ 曲想にあった表現の追求  □ リーダーシップ 

曲想にあった表現をするために奏法に気をつけて演奏したり，グループの友

達に進んで演奏の仕方を教えたりしている姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

表現したいという思いがあっても演奏の仕方が分からない子どもには，演奏

の仕方を教えたり，一緒に吹いたり，他の子どもの演奏を聴かせたりする。 

ウー③ 「こぐまの二月」 

２番の曲の感じにあった

奏法や速さ，強弱などに気を

つけて演奏している。 

［器楽］ 

（観察，聴取） 

● 評価方法 

  グループで練習しているときの一人一人の技能やなめらかに演奏するなどの

奏法に気をつけて演奏しているかを見て判断する。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ 曲想にあった表現の追求  □ リーダーシップ 

曲想にあった表現をするために奏法に気を付けて演奏したり，グループの友

達に進んで演奏の仕方を教えたりしている姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

表現したいという思いがあっても演奏の仕方が分からない子どもには，演奏

の仕方を教えたり，一緒に吹いたり，他の子どもの演奏を聴かせたりする。 
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ウー④ 「こぐまの二月」 

 互いの楽器の音を聴き合

い，音程やリズムをそろえて

演奏している。 

［器楽］ 

（観察，聴取） 

● 評価方法 

各グループの練習をまわって演奏を聴いたり，一人ひとりの技能的な演奏の

様子から判断していく。 

● Ａと判断するキーワード  

□ 正確な演奏  □ 美しい演奏 

きれいなタンギングや，フレーズを意識したブレスコントロールをして，自

分の音と他の音を合わせながら演奏している姿をＡとしたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援  

演奏の進行にあわせて指で楽譜を指し示したり，フレーズを示したりしなが

ら曲の流れを一緒に感じていけるようにする。 

それぞれの旋律の練習の段階で技能的なつまずきが見られたる子どもには個

人指導の時間を設けるなどして演奏の技能を身に付けさせるようにする。 

ウ－⑤ 「木のはのゆうびん」 

友達の歌声に耳をよく傾

け，みんなの声と合わせて歌

うとともに，伴奏の響きを聴

いて歌っている。  

［歌唱］ 

（観察，聴取） 

● 評価方法 

相手の組の声を聴きながら，拍の流れやフレーズに気をつけて歌っている歌

声で判断していく。 

● Ａと判断するキーワード  

□ 伸びやかな歌声 □ 相手の歌声を聞きながらの歌唱 

   曲想にあった歌声で，フレーズのまとまりに気を付けながら相手の声を聴き合

っている姿をＡとする。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

   教師が横に立って一緒に歌ってあげたり，のびのびと正しく歌っている子ども

の横に立たせたりする。 

【鑑賞の能力】 
学習活動における具体的評価規準 具体的な評価方法とＣと判断される場合の支援 

エ－① 『「山のポルカ」による森の

音がくかい』 

 いろいろな楽器の音色や

重なり合う響きに興味をも

って聴いている。 

［鑑賞］ 

（発言，体を使った表現，ノ

ート） 

● 評価方法 

  音色の変化をグループ内で話し合いをしたり，音色カードを並べたりしてい

たり，音色に関して気付いたことをノートに書いているところから判断する。 

● Ａと判断するキーワード 

 □ リーダーシップ □ ねらいに即した発言  

  グループ内での話し合いにリーダーシップをとって進めたり，楽器の音色に

ついてこの楽器の仲間は，～感じの音と適切な言葉で表現できるたりする姿をＡ

としたい。 

● Ｃと判断される子どもへの支援 

  そばに行って，音色が変わるたびに楽器の挿絵を指し示しながら聴き取らせ

ていくようにしたい。 

エ－② 友達の表現を互いに聴き

あってその良さを感じ取り

ながら聴いている。 
［鑑賞］ 

（観察，発言，ノート） 

● 評価方法 
学習のまとめとしての発表会で，他のグループの演奏を聴いているときの態

度，聴いた後の発言の様子，鑑賞後に記入する学習カードによって判断して

いく。 
● Ａと判断するキーワード 
□ 題材のねらいに即した発言 □ たくさんのよい点の発見 
この単元の目標である音や声の重なりのよさを感じ取り，言葉で表現すること

ができている姿をＡとしたい。 
● Ｃと判断される子どもへの支援 

よい面を発見できなかった子どもについては自分たちの演奏と比べながら， 
他のグループのよさを見つけるようにアドバイスをしていく。 
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５ 本時  （２／１０ つかむ段階） 公開授業①  ２年 組教室にて    指導者  

６ 本時の目標 

○ オーケストラの楽器に関心をもち，楽器の音色や響き合いの面白さを感じ取って聴くことができる。 

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８ 準備 
 ○ 教 師…情景画，楽器のカード，ＣＤデッキ 

      楽器ごとの音色（笛のなかま，ラッパのなかま，たいこのなかま）   

 ○ 子ども…楽器のペンダント，楽器カード，楽譜シート 

９ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 

 

 

こんな子どもたちに 

子どもたちは，前時までに，「『山

のポルカ』による森の音がくかい」

がいろいろな楽器で演奏された楽

しい感じの曲であることを感じ取

っている。また，この曲が，序奏

－Ａ－Ｂ－コーダの構成になって

おり，Ｂとコーダの部分で使われ

ている楽器の音色を聴き取ってい

る。子どもたちは，曲の中に出て

くる楽器の中から自分の好きな楽

器を選び，自分の選んだ楽器が曲

のどのあたりで出てくるのか関心

をもっている。そして，楽器が出

てくる順番がわかる楽譜にしよう

と意欲をもっている。しかし，一

つ一つの楽器の音色の違いがよく

聴き取れなかったり，その組み合

わせの響き合いや面白さまで感じ

取って聴いたりすることには不十

分である。 

【見通す活動】 

 音色に気を付けて聴くために，

Ｂの部分を聴かせ，それぞれの楽

器の音色を確かめていく。 

また，重なり合う楽器の音色を

聴きとることができるように，管

楽器と打楽器の組み合わせのクイ

ズを出す。 

 

【見直す活動】 

 でき上がった楽譜（演奏する順

番を並べたカード）をグループご

とに発表し，並べ方の違うところ

を再度曲を聴いて確かめ合う。 

 並べるときに難しかったこと，

友達の発表を聴いて，気が付いた

ことなどを発表する。 

 

 

 

 

 

 

【見通す活動】 

 いろいろな楽器が曲全体の中で

どのように使われていくのか聴き

取るために，音をよく聴こうとす

るであろう。そして，楽器と楽器

の組み合わせによる音色の響きを

意識して聴き取ろうと意欲をもつ

であろう。 

 

【見直す活動】 

 楽器の音色を一つ一つ聴き取と

ったり，楽器の組み合わせや，響

き合いを味わって聴いたりするこ

とができるであろう。また，話し

合う中で，気がつかなかった楽器

の音色やその音の感じを広げたり

深めたりすることができるであろ

う。 

 

 

 

 

 

 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

 
めあて 森の音がくかになって，たのしく「『山のポルカ』による森の音がくかい」をきこう。 みんなで音をききあって，

森の音がくかいをひらこう 

「『山のポルカ』による森の音が

くかい」 

情景画 ふえのなかま 

◇◇ 

らっぱのなかま 

□□□ 
 
 

 
 

たいこのなかま 

○○○○ 
 

 
 
 

 
 

 

えんそうするじゅんばん 

楽しい感じ 

いろいろながっきが出

てにぎやか 

１ページ 

２ページ 

山のポルカ 

 
３ページ 

４ページ 

♪音がくか 

がくふ 
音をよくきいて 

□ □ ○ ◇ ◇ 

□ □ ◇ ◇ □ □ 

    ○ ○ ○ ○ 

♪□♪◇♪□♪◇♪□♪□ 

♪○○○ 

「『山のポルカ』による音がくかい 
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10 本時の展開  
学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用） ◆評価規準 

１ 前時学習を振り返り，本時のめあてをつかむ。 

（１）めあてを確認する。 

  

 

（２）見通す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 楽器の音色に気をつけて，全曲を聴く。 

（１） 序奏（１ページ）の部分を聴く。 

   ○ 楽器の音色や響き合いを感じ取ること 

 序奏（１ページ目の楽譜） 

 

 

（２） Ａの部分（２ページ）の部分を聴きながら，グル

ープで楽器カードを並べをする。 

○ 楽器の音色や響き合いを感じ取ること 

 Ａの部分（２ページ目の楽譜） 

 

 

 

 （３） 見直す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめをする。 

 （１） 全員で森の音楽家になりきって曲を聴く。 

  

（２） 学習ノートに今日の学習の感想を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 楽器の音色に気付けかせるために，自分の好きな楽器を選

びその楽器のカードを持たせておく。自分が選んだ楽器の音

が出たときに，起立する。管楽器と打楽器が同時に立つところ

から，楽器が重なっていることに気付かせる。 

 

 

○ 楽器の音色が分かりにくい時は，何度も聴かせたり，それぞ

れの楽器の音色と比べさせたりして，気付くようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ いろいろな楽器の音色や重なり合う響きに興味をもって

聴いている。              （エ－①） 
 

○ 楽器の音色に気を付けて聴くようにするために，自分が

好きな楽器が出てくるところで起立し，曲に合わせて楽器

を演奏している様子を想像しながら聴くようにする。 

めあて 森の音がくかになって，楽しく「『山のポルカ』による森の音がくかい」をきこう。 

【見通す活動】 

① Ｂの部分（楽譜３ペ－ジ）を聴いて，それぞれの楽

器の音色を確かめる。 

 
 
 
② 楽器あて，クイズをする。 

 

【見直す活動】 

グループごとに自分たちがつくった楽譜を発表しあ

い，楽しかったこと，分かったことなどを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 音色に気をつけて聴くために，Ｂの部分を聴か

せ，それぞれの楽器の音色を確かめていく。 

○ 楽器の名前が覚えにくい子どもには，「○○が吹

いている楽器」と楽器を持っている動物の名前で

表現してもいいようにする。 

 

☆ 重なり合う楽器の音色を聴きとることができる

ように，「何と何の楽器でしょう？」というように

クイズにする。 

☆ 楽器の音色や楽器と楽器が響き合っているとこ

ろをよく聴くことができるように，グループでつく

った楽譜で，楽器の並べ方が違うところや聴き分け

るのが難しかったところを再度曲を聴いて確かめ

合う。 

 

・この音は，小鳥さん（フルート）の楽器だ。 
・これは，ゾウさん（チューバ）の楽器だ。 

・ ラッパの仲間と笛の仲間の音が違う

のが分かって楽しかったです。 
・ ２ページ目のところにトライアング

ルが入っていることに気付きました。 

楽器の音色に気をつけて聴く 

トランペット→ホルン→大太鼓小太鼓 

                 フルート→クラリネット 

 
 
 
 
ホルン→トロンボーン→フルート →クラリネット→チューバ→ トランペット 

         トライアングル→カスタネット→タンブリン→小太鼓 

 

                 

この音は，さるさん（クラリネット）

とタンブリンかな？ 

楽器の重なりに気をつけて聴く 



 - 123 - 

５ 本時  （６／１０ 深める段階） 公開授業① ２年 組 算数教室にて  指導者  

６ 本時の目標 

○ 曲の感じにあわせて，音の出し方や演奏の仕方を工夫することができる。 

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 準備 
 ○ 教 師…自動伴奏用オルガン,「こぐまの二月」の情景画,  

○ 子ども…鍵盤ハーモニカ,学習ノート 

９ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

こんな子どもたちに 

前時までに子どもたちは，「山の

ポルカ」や「こぎつね」の学習で

鍵盤ハーモニカを使って主旋律を

演奏することを経験している。ま

た歌詞を中心に曲のイメージをふ

くらませるということも学習して

いる。多くの子ども達は喜んで鍵

盤ハーモニカを手にし，休み時間

には進んで練習したり友達と合わ

せたりする姿も見られるようにな

ってきた。また，そんな中でやさ

しくふいたり強くふいたり，短く

切って吹いたりなめらかに吹いた

りと息の入れ方など音の出し方に

も関心を持ち始めている。しかし，

まだ曲の感じに合わせて表現を工

夫したり，自分の思いをもって演

奏したりするまでには至っていな

い。 

【見通す活動】 

さし絵を使って「こぐまの二月」

のお話を確認し，前時で学習した

工夫を想起した後，みんなで１番

のイメージをもとに鍵盤ハーモニ

カで「こぐまの二月」を演奏する。

さらに２番と 1番のこぐまの様子

のちがいを確認した後どんなこと

を工夫したら２番の歌詞にあった

演奏ができるか話し合う。 

 

【見直す活動】 

グループごとに自分たちが工夫

した演奏を発表し合い，表したい

曲の感じとそのための工夫がわか

りやすく伝えられているか，２番

の曲の感じにあうような演奏の工

夫ができているかという観点をも

とにそのよさを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

【見通す活動】 

１番との違いを感じながら，奏

法や速さ，強弱などの音楽を特徴

づけている要素をもとに２番の曲

の感じにあうような演奏の仕方を

工夫してみようという活動につな

がっていくであろう。  

 

 

 

【見直す活動】 

曲の感じにあった表現を工夫す

るために，速さや強弱など音楽を

特徴づけている要素を生かしてい

けばいいことに気づき，演奏をす

ることの楽しさを実感しながら，

次時の副次的な旋律や低音部との

合奏表現においても生かしていく

ことができるであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

みんなで音をききあって， 

森の音がくかいをひらこう 

       

                                

                    

つか  ３号車                                

                                         

                                                                                                      

めあて 

曲のかんじにあうようにくふう

して，「こぐまの二月」の２番を

えんそうしよう。 

 

明るく 

はずんで 

なめらかに 

さびしい 

なめらか 

少しはずんで 

はやさ ふきかた 

ききあうときには 

１番と２番のちがい 

はやさやふき方のくふう 

はやさやふき方をくふうする

と，曲のかんじのちがいをあ

らわすことができる 

 
２番の 
情景画 

 
 
 

１番の 
情景画 

「こぐまの二月」 

３番の 
情景画 

外は雪がふ

っていたの

でがっかり

している 

春が来たと思っ

て喜んでいる 

まとめ 

1 番と 2番のちがい 

 

はやさやふき方のくふう 

かんそう 
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10 本時の展開  
学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用） ◆評価規準 

１ 前時学習を振り返り，本時のめあてをつかむ。 

（１） めあてを確認する。 

 

 

(２) 見通す活動をする。 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 曲の感じにあうように工夫して演奏する。 

(１） グループごとに，２番に出ててくるこぐまの様子に

合った演奏のしかたを工夫する。 

（予想される活動） 

・ 「しかたがなくて」のところゆっくり演奏している。   

・ 「くりのみたべて」のところをなめらかに演奏して

いる。 

・ 全体をゆったり演奏している。 

・ 「ゆめみてねたよ」を段々おそくしている。 

 （２） 見直す活動をする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめをする。 

（１） グループの演奏の工夫を生かしてみんなで演奏す

る。 

（２） 主旋律と低音部を重ねて演奏する。 

（３）  今日の学習を振り返って，思ったことやもっとやって

みたいことを学習ノートに書く。 

 ○  前時に演奏した１の場面での工夫を想起できるように，挿絵

や書き込みをした楽譜を掲示しておく。                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 工夫できていないグループには「速さ」や「奏法」を変えさせ

て，どちらがこぐまの様子にあっているかを考えるように助言し

たり，活動中でも止めて他のグループの演奏を聴かせたりす

る。                                

○ イメージができていない子どもには，もう一度さし絵をみなが

ら一緒にお話を確認する。  

○ １番と２番を演奏し，違いがでているかどうかをグループの中

で聴き合うようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 曲の感じにあった奏法や速さ，強弱などの演奏のしかたを工

夫すればより豊かな表現ができることを確認する。 

○ 前時までに学習した副次的な旋律や低音部をかさねるとどう

なるだろうかということをなげかけ，主旋律と低音部を重ねてみ

て次時学習への意欲をもたせる。 

◆ 歌詞の内容を生かして曲想を工夫しながら鍵盤ハーモニカ

を演奏している。                      （イ－②） 

◆ 2 番の曲の感じにあった奏法や速さ，強弱などに気をつけて

演奏している。                       （ウ－③） 

めあて 曲の感じに合うように工夫して，「こぐまの二月」の２番をえんそうしよう。 

【見通す活動】                          

①  １番の歌詞のイメージを想起しながら鍵盤ハー

モニカで「こぐまの二月」を演奏する。 

②  ２番の歌詞のイメージにあうような演奏をする

にはどんなことを工夫したらいいか考える。  

                 

【見直す活動】 

 グループの演奏を聴き合い，演奏のしかたの工夫で

よかったところを話し合う。 

 

 

 

 

 

 
 

★ １番でこぐまの楽しそうな様子をあらわすために

音をはずませたり音を小さくしたりしたことを思い

出しながら演奏させる。 

★ さし絵をもとに２番の歌詞と１番の歌詞に出てく

るこぐまの気持ちの違いを明確し，２番も奏法や速

さ，強弱を工夫すればいいことに気付かせる。 

○ イメージをふくらませるために工夫する部分を歌

うようにする。 

☆ 聴き合う活動を通して，曲想とつないで演奏の仕

方を工夫するよさを感じ取れるように，聴く観点を

明確にする。                     

 （聴き合う観点） 

・ 表したい曲の感じに合うように演奏のしかたを

工夫しているか。 

・１番と２番の感じの違いが出ているか。 

・・ ２番はこぐまががっかりしている感じ 

がするから，少しゆっくりひくといい。   

・ 「しかたがないので」のところは，は

ずませないでなめらかにひくといい。 

・ 「ゆめみてねたよ」のところはだんだ

んおそくしていくといい。 

・ 全体をゆっくり演奏していたのでこ

ぐまのがっかりしている様子がよく

わかりました 

・ 「ゆめみてねたよ」をだんだんおそ

くしていたので，ねむっている感じが

よくでていました。 

 

曲想に合った奏法や速さを工夫して演奏すること 
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５ 本時  （９／１０ 深める段階）  公開授業②  ２年 組教室にて   指導者  

６ 本時の目標 

○ 友達の声に耳を傾けながら，声を合わせて楽しく輪唱することができる。 

７ 本時の授業仮説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 準備 
 ○ 教 師…範唱ＣＤ， ＭＤ， 自動伴奏付きオルガン， 拡大歌詞,  情景画   

 ○ 子ども…学習ノート 

９ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

こんな子どもたちに 

 前時までに子どもたちは，いろ

いろな楽器の音の響き合いを感じ

取ったり，歌声にあわせて，楽器

で副次的な旋律を演奏したり，互

いの旋律を聴き合いながら，合奏

したりしている。しかし，二つの

グループに分かれて，輪唱した経

験はまだない。 

 拍の流れに乗って，楽しく体を 

動かしたり，曲の雰囲気に合わせ 

て正しい音程で歌ったりする学習 

をしているが，相手の組の声を聴 

きながら自分たちの歌声を重ねる 

学習は，まだしていない。 

 

【見通す活動】 

輪唱部分の範唱を聴かせ，２番

のはじめの部分を実際に輪唱させ

てみる。拡大歌詞を２枚用意して，

２番目のグループがどこから入れ

ばいいか考えながら，輪唱させる。 

 

 

 

【見直す活動】 

学級を二つのグループに分けて

お互いの輪唱を聴き合い，お互い

の声を聴き合いながら声を重ねて

いるか，拍の流れに乗って歌うこ

とができていたかを確かめ合う。 

 

 

 

 

 

 

 

【見通す活動】 

輪唱をするときは，相手の声を

よく聴いて，拍の流れに乗って歌

わなければいけないことが分か

り，２番のはじめの部分を輪唱す

ることができ，輪唱の楽しさを感

じて，意欲をもつことができるだ

ろう。 

 

【見直す活動】 

 きれいに輪唱するためには，拍

の流れに乗り互いの声を聴き合っ

て声を重ねて歌えばよいことが分

かり，さらに，合唱することの楽

しさを感じることができるだろ

う。 

 

 

 

 

 

こんな手だてをとれば こうなるだろう 

みんなで音をききあって， 

森の音がくかいをひらこう 

「木のはのゆうびん」 

 

 

 

 

 

めあて おたがいの声をききあって，「木のはのゆうびん」を輪唱しよう 

歌詞 

情景画 
輪唱にしたら 

さわがにさんからねー       ひらひらとどいたー    

さわがにさんからねー     ひらひらとどいたー 

見なおし ・ 相手の声を聴きながら付点２分音符をのばすことができたか 

・ 拍の流れに乗って，心を合わせてりんしょうすることができたか 

見通し 

楽譜 

音の重なり 

シンコペーション 

口の開け方・姿勢 
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10 本時の展開 

 

学習活動と内容 指導・支援（☆は習得，★は活用）◆評価規準 

１ 本時の学習のめあてを知る。 

 （１） ｢木のはのゆうびん｣を聴き，めあてをつかむ。 

     

 

（２） 見通す活動をする。 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「木のはのゆうびん」を歌う。 

（１） 相手の声を聴きながら 2番，3番の輪唱する。 

 （予想される活動） 

・ ｢とどいた｣の部分のシンコペーションをはっ

きりと歌う。 

・ 拍の流れに乗って歌う。 

・ たがいの声を聴きながら声を重ねて歌う 

・ 姿勢や口の開け方に気を付ける。 

（２） 見直す活動をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習のまとめをする。 

（１） 1の組と 2の組に分かれて，全員で 2部輪唱して，

歌いまとめとする 

（２） 学習ノートで学習を振り返り，できるようにな

ったことや，分かったこと，もっとやってみたい

ことを書く。 

○ 「木のはのゆうびん」の範唱を聴かせ，めあてをつかむ。 

  ・ きれいな感じ 

・ 歌がずれて聞こえている 

 

 

・  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 拍の流れに乗って，「木のはのゆうびん」を歌うこと 

・ 情景画・拡大歌詞・拡大楽譜を見ながら「木のはのゆうびん」を

正しく歌えるようにする。 

○ 二つの組に分かれてリズムうちで輪唱し，リズムが動いている

組と，伸ばしている組があることを確認させ，のばしながら，相

手の組の声を聴くことを確認させる。 

○ 拡大楽譜の中のシンコペーションや付点 2 分音符を確認す

る。 

○ 姿勢や口の開け方について教師がモデルを示し、自分達で

確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 学級全体で心を合わせて歌い，歌いまとめをし，次時学習で

森の音楽会を開くことを知らせ，意欲をもつ。 

◆ 友達と一緒に心を合わせて輪唱することを楽しんでいる。 

（ア－③） 

◆ 友達の歌声によく耳を傾けみんなの声と合わせて歌うととも

に伴奏の響きを聴いて歌っている。           （ウ－⑤） 

【見通す活動】 

① 木のはのゆうびんの 1番を範唱を聴きながら斉唱 

する。 

② 2 番を輪唱し，出だしを聴いて，どこから歌い出

せばいいか話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見直す活動】 

 視点を確認した後，聴くグループと歌うグループに

分かれて輪唱させ，聴き合い，よかったところを話し

合う 

 

 

 
 
 
 
★ １番の範唱を聴きながら歌わせ，「木のはのゆうびん」

を正しく歌う。 
☆ 輪唱部分を聴かせ，2番目の組がどこからうたいだせ

ばいいか，2枚の拡大歌詞をずらして提示することで，

考えさせ，視覚的に理解させる。 
○ 2番の前半部分だけで，考えさせ，歌わせる 

○ 木のはのゆうびんを，楽しく輪唱することができ 

るようになったか，視点を確認して見直す活動をす

る。 

・ 相手の声を聴きながら，声を重ねることができた

か。 

・ 拍の流れに気をつけて乗って，友達と心を合わせ

て歌うことができたか。 

・ 2番目の組は，1番目の組が「ね」  

といったところから入ったらいい 

んだね。 

・ 相手の組の声をよく聴いて歌お 

う。 

       

・ ○○さんは，相手の声を聴きなが

ら，付点 2分音符をしっかりのばし

ていました 

・ 相手の声を聴きながら，輪唱がで

きて，とても楽しかったです。 

お互いの声を聴きあって「木のはのゆうびん」をりんしょうしよう 

相手の声を聴き合いながらこのはのゆうびんを

輪唱すること 
 
 
 


